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鶴
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国
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し
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井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
類
の
挿
絵
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
的
な
調
、

査
．
研
究
は
、
水
谷
不
倒
氏
の
『
古
版
小
説
挿
絵
史
分
研
究
』
が
詳

し
い
。
そ
の
調
査
一
研
究
に
よ
る
と
、
西
鶴
本
の
挿
絵
の
筆
者
は
四

分
類
で
き
る
と
い
う
。
そ
の
第
一
類
は
西
鶴
自
筆
、
」
第
二
類
は
吉
田

半
兵
衛
の
筆
、
第
三
類
は
半
兵
衛
の
…
門
人
の
二
、
」
三
〇
者
の
筆
、
第

四
類
は
蒔
絵
師
源
三
郎
の
筆
で
あ
る
。

　
西
鶴
自
筆
の
挿
絵
を
も
つ
浮
世
草
子
は
『
好
色
一
，
代
男
』
・
『
好

色
二
代
男
』
・
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
、
（
外
に
『
近
代
艶
隠
者
』
．
を
水

谷
氏
ば
掲
げ
て
い
る
）
の
三
種
で
、
こ
れ
ら
は
天
和
二
年
か
ら
貞
享

「
三
年
に
至
る
、
彼
0
浮
世
草
子
の
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
に
限
ら

れ
て
い
る
。

2

　
近
世
小
説
の
作
者
と
挿
絵
の
筆
者
と
が
伺
一
人
で
あ
る
例
と
し
て

噛
は
、
黄
表
紙
の
山
東
三
巴
や
三
川
春
町
な
ど
が
恐
ら
く
代
表
例
と
な

る
で
あ
ろ
う
が
、
西
鶴
も
ま
た
そ
σ
例
に
あ
げ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き

」
「
人
で
あ
る
。
一
、
般
に
こ
の
よ
う
な
、
・
作
者
が
挿
絵
の
筆
者
で
も
あ

る
、
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
挿
絵
と
い
う
も
の
の
も
つ
意
味
を
、
．
両

者
が
別
人
で
あ
る
、
と
い
っ
た
場
合
と
は
異
な
っ
て
把
握
で
き
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ζ
の
点
に
つ
い
て
、
作
者
西
鶴
の

，
自
筆
挿
絵
を
も
っ
て
い
る
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
を
例
澄
し
て
少
し
．

述
べ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
O
Q
・

　
ま
ず
馬
巻
一
の
一
「
公
事
は
破
ら
ず
に
勝
つ
」
の
挿
絵
で
あ
る
。

こ
．
の
一
篇
の
梗
概
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
と
一
。

　
　
　
奈
良
、
東
大
寺
の
宝
物
の
太
鼓
を
毎
年
、
興
福
寺
が
法
事
に

　
　
借
り
て
使
用
し
て
い
た
コ
あ
る
年
、
‘
東
大
寺
が
こ
、
の
太
鼓
を
貸

　　一　畔
曽
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『西鶴諸国はなし』巻1の1「公事は破らずに勝つ」の挿絵

　
　
さ
ぬ
た
め
法
事
に
事
欠
き
、
興
福
寺
側
は
衆
徒
・
春
日
大
社
神

　
　
主
の
添
言
を
え
て
、
や
っ
と
借
り
出
し
、
法
事
を
済
ま
す
こ
と

　
　
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
東
大
寺
に
太
鼓
を
返
却
す
る
時
、
太
鼓

　
　
」
の
内
側
に
「
東
大
寺
」
乏
墨
書
し
て
あ
っ
た
書
付
け
を
削
り
、

　
　
弱
め
て
新
し
い
墨
で
．
「
東
大
寺
」
と
書
い
て
興
福
寺
に
返
し

　
　
た
ゆ

　
　
　
翌
年
、
興
福
寺
か
ら
東
大
寺
に
使
僧
が
ゆ
き
、
　
「
預
け
て
置

　
．
い
た
太
鼓
を
取
り
に
参
っ
た
」
と
い
う
と
、
東
大
寺
側
が
怒
、
っ

　
　
て
、
こ
の
使
僧
を
打
回
し
て
帰
し
た
コ

　
　
　
こ
の
事
が
訴
訟
に
な
り
、
太
鼓
の
内
側
を
調
べ
る
と
、
弄
し

　
　
く
削
っ
て
「
東
大
寺
」
と
墨
で
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
奉
行

　
　
の
判
決
は
「
た
と
え
興
福
寺
側
の
仕
業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

　
　
落
度
は
東
大
寺
側
に
あ
る
。
古
く
か
ら
の
書
付
け
は
不
明
で
あ

　
　
る
。
今
後
は
、
興
福
寺
の
太
鼓
と
取
り
決
め
、
置
き
所
は
東
大

　
，
寺
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
一
、
件
落
着
し
た
。

　
こ
の
章
の
挿
絵
は
見
開
き
一
丁
、
二
ぺ
ー
ジ
で
、
右
ペ
ー
ジ
に
楼

門
が
描
か
れ
、
太
鼓
の
簸
を
持
っ
た
僧
侶
が
一
人
躍
動
し
て
い
る
つ

左
ペ
ー
ジ
に
は
唐
太
鼓
が
描
か
れ
て
い
る
。
太
鼓
は
七
人
の
剃
髪
・

有
髪
の
屈
強
な
若
者
た
ち
で
担
が
れ
、
太
鼓
の
上
に
一
人
の
僧
侶
が

乗
ウ
て
い
る
。
太
鼓
の
表
側
の
皮
に
は
逆
立
ち
し
た
一
匹
の
唐
獅
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
は
場
所
を
興
福
寺
と
設
定
し
て
、
太
鼓

を
め
ぐ
る
寺
内
の
騒
動
0
さ
ま
を
示
し
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
。

　
こ
の
挿
絵
の
太
鼓
に
は
唐
獅
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と

　　一　ご．



に
つ
い
て
の
説
明
、
な
い
し
は
記
述
は
本
文
に
は
見
え
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
で
は
、
何
故
に
太
鼓
に
唐
獅
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
と
の
疑
問
に
私
は
、
こ
れ
は
こ
の
篇
は
次
に
掲
出
す
る
、
東
大

寺
と
興
福
寺
と
の
間
の
芸
備
の
貸
借
に
つ
い
て
の
紛
争
を
素
材
に
し

た
ゆ
え
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
事
は
中
世
末
期
成
立
の
事

典
『
三
三
三
三
紗
』
巻
一
九
「
興
福
寺
事
」
の
条
に
左
の
如
く
見
え

る
。　
興
福
寺
の
維
摩
会
に
用
い
る
如
意
は
聖
宝
僧
正
の
道
具
で
、
一
面

に
三
鈷
杵
を
彫
刻
し
、
他
の
一
面
に
五
冊
子
を
彫
刻
し
て
い
る
。
維

摩
会
の
講
師
は
こ
．
の
如
意
を
執
っ
て
法
事
を
行
な
う
。
し
か
し
、
三

宝
僧
正
は
東
大
寺
の
東
南
院
を
創
建
し
だ
人
な
の
で
、
こ
の
如
意
は

興
福
寺
に
は
な
く
て
東
大
寺
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る

年
、
興
福
寺
・
東
大
寺
間
に
事
が
起
こ
っ
て
、
東
大
寺
が
こ
の
如
意

を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
、
講
会
を
行
な
う
こ
ど
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
興
福
寺
の
衆
徒
が
朝
廷
に
奏
上
し
て
、
朝
廷
が
東
大
寺
に
勅

を
下
し
て
如
意
を
出
ざ
せ
、
法
事
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
、
と
い

う
。
・
本
文
を
掲
げ
る
。

　
　
　
只
維
摩
会
二
）
捧
グ
ル
所
ノ
如
意
ハ
、
世
評
僧
正
ノ
道
具
ト

　
　
云
也
。
勿
、
、
彼
ノ
会
ノ
番
匠
、
必
ズ
此
ノ
如
意
ヲ
執
テ
、
演
唱

　
　
二
応
ズ
。
尊
師
東
南
院
．
ヲ
草
創
シ
給
フ
故
二
言
ノ
五
師
子
ノ
如

　
　
意
東
大
寺
ニ
ア
リ
。
然
二
両
寺
事
有
ル
時
、
東
大
寺
之
ヲ
出
サ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ

　
　
ズ
、
一
図
ノ
如
意
無
ケ
レ
バ
講
会
ヲ
閣
ヲ
ク
。
之
二
依
テ
衆
徒
、

　
　
朝
二
奏
ス
。
朝
廷
、
東
大
寺
二
勅
シ
テ
如
意
ヲ
出
ス
。
怯
事
ヲ

　
　
行
フ
。
三
重
此
ノ
如
シ
。
・
五
師
子
ト
云
者
、
（
元
亨
）
釈
書
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ラ

　
　
　
云
、
面
一
二
二
三
洋
ヲ
雛
リ
、
背
二
五
師
子
ヲ
刻
ん
。
是
、
顕
密

　
　
兼
学
ヲ
表
ス
ル
也
ト
云
云
。
」
　
　
　
　
　
ご
■
．
　
　
　
　
　
、
’

　
　
ま
た
、
興
福
寺
維
商
会
に
こ
の
如
意
を
用
い
、
こ
の
如
意
が
な
け

れ
ば
法
会
が
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
は
、
近
世
の
地
誌
に
も
見
え
る
。

　
『
南
都
名
所
集
』
巻
二
「
東
南
院
」
の
条
に
、

　
　
　
　
「
ま
た
、
如
意
池
・
如
意
塚
と
い
ふ
あ
り
。
三
宝
尊
師
、
五

　
　
師
子
の
如
意
を
掘
出
し
た
ま
ひ
け
る
跡
と
か
や
。
こ
の
如
意
は

　
　
興
福
寺
維
摩
会
の
時
出
る
な
り
。
こ
の
如
意
な
き
と
き
は
二
会
・

　
　
　
お
ご
な
は
ざ
る
よ
し
、
（
元
亨
）
釈
書
に
見
え
た
り
。
水
牛
に
て

　
　
作
る
と
か
や
。
表
に
五
師
子
、
裏
に
独
鈷
み
り
。
顕
密
の
二
教
．

　
　
を
表
せ
る
な
り
。
」
．

　
．
と
あ
る
。
こ
の
独
鈷
は
奈
良
の
人
た
ち
、
あ
る
い
は
奈
良
を
訪
熟
’

た
人
た
ち
に
は
知
ら
れ
て
い
た
、
由
緒
の
あ
る
法
具
で
あ
っ
た
の
で

「
あ
る
。
西
鶴
は
そ
の
作
品
な
ど
か
ら
彼
が
屡
々
南
都
に
遊
ん
だ
で
あ

ろ
う
こ
と
が
窺
，
い
う
る
。

　
『
諸
国
は
な
し
』
の
挿
絵
、
太
鼓
の
表
に
獅
子
が
描
か
れ
て
あ
っ

た
理
由
が
こ
れ
で
判
然
と
す
る
。
「
公
事
は
破
ら
ず
に
勝
つ
」
と
維

し
摩
会
の
如
意
と
の
関
係
、
後
者
が
前
者
の
素
材
で
あ
る
こ
と
、
が
こ
’

の
挿
絵
を
仲
介
と
し
て
入
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
め
よ
う
な
一
篇
の
素
材
、
種
と
い
う
も
の
は
、
い
わ
ば
作
者
に
と

，
っ
て
馬
彼
の
手
の
内
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
・
こ
う
い
つ
／
た
作

一三一・



者
の
手
の
内
と
、
創
ら
れ
た
作
品
と
の
関
係
、
い
い
か
え
る
と
、
作

，
者
と
作
品
と
の
関
係
が
、
作
者
自
筆
の
挿
絵
が
あ
る
場
合
に
は
、
挿

絵
に
注
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
が
可
能
な
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
又
、
作
者
と
画
者
と
が
別
人
で
あ
っ
て
も
、
両
者
の
問
に
打
合
わ

せ
が
あ
り
、
，
両
者
密
な
る
場
合
に
ば
、
右
に
準
じ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
挿
絵
を
通
し
て
逆
に
、
作
者

と
三
者
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
、
と
い
う
こ

と
も
考
え
う
る
の
で
あ
る
。

　
右
は
、
素
材
、
な
い
し
は
原
拠
、
と
い
う
、
文
学
作
品
の
形
式
面

で
の
趣
向
、
あ
る
い
は
作
意
に
関
係
し
た
も
の
と
し
て
挿
絵
の
も
つ

意
味
を
考
え
た
一
．
例
で
あ
る
。
層

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
右
の
如
意
に
関
係
す
る
東
大
寺
・
興
福
寺

紛
争
事
件
の
記
事
を
『
南
都
年
代
記
』
か
ら
抜
き
出
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
「
（
永
仁
三
年
）
自
ご
八
月
一
日
一
、
去
年
分
最
勝
二
三
レ
行

　
　
レ
之
、
講
師
三
遍
、
依
ご
東
大
寺
訴
訟
一
五
獅
子
如
意
抑
留
之
間
、

　
：
被
レ
下
二
長
者
宣
於
一
乗
院
家
一
、
被
レ
三
二
清
水
如
意
一
畢
、
三
略

　
　
重
論
義
疑
第
二
重
職
、
此
三
三
有
ご
委
曲
一
、
自
二
九
月
十
日
一
、

　
　
去
年
分
維
三
会
準
行
レ
之
、
講
師
清
憲
、
如
意
事
子
細
同
ご
最
勝
－

　
　
「
三
一
、
同
十
六
日
申
剋
、
社
頭
御
供
所
労
、
同
時
乍
レ
ニ
自
三
日

　
　
切
二
瀬
、
尤
為
レ
奇
、
当
年
分
轄
摩
会
始
行
レ
之
、
講
師
守
旧
、

　
　
如
意
事
同
前
、
凡
両
月
大
会
東
大
寺
依
レ
不
二
供
奉
一
珍
事
非
、
委

　
　
三
三
二
三
三
三
一
記
一
時
、
」

『西鶴諸国はなし」巻1の3「大晦目はあはぬ算用」の挿絵

四



4

　
次
は
、
巻
一
の
三
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
挿
絵
で
あ
る
。

　
こ
の
一
篇
の
梗
概
は
一
。
．
　
　
，
㌧
　
　
　
　
．
、

　
　
　
大
晦
日
に
義
兄
か
ら
小
判
十
両
を
贈
ら
れ
た
牢
人
原
田
内
助

　
　
は
、
．
同
じ
牢
人
仲
間
を
呼
ん
で
酒
宴
を
催
す
。
訪
れ
た
七
人
の

　
　
客
に
小
判
十
両
を
見
せ
、
宴
、
終
わ
っ
て
取
片
付
け
よ
う
と
す

　
　
る
が
、
数
え
て
み
る
と
小
判
が
一
両
見
当
ら
な
い
。
た
め
に
、

　
　
　
一
座
の
者
の
生
死
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
や
が
て
、
そ
の
一

　
　
両
は
宵
に
、
山
芋
の
煮
し
め
を
入
れ
て
出
し
た
重
箱
の
蓋
の
裏

　
　
に
付
着
し
て
台
所
に
下
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
内
助
の
内
儀
が

　
　
見
付
け
、
一
座
落
着
し
た
。
（
後
略
）

　
事
は
「
品
川
の
掛
茶
屋
の
あ
た
り
に
棚
借
り
」
し
た
牢
人
原
田
内

助
宅
に
お
い
て
起
こ
る
。
こ
の
章
の
挿
絵
は
見
開
き
学
丁
、
二
ペ
ー

ジ
、
内
助
宅
を
描
き
」
左
の
ペ
ー
ジ
は
小
座
敷
で
牢
人
風
体
の
男
た
ち
、

の
酒
宴
の
様
、
｝
小
判
が
畳
の
上
に
散
在
し
、
－
五
人
の
男
が
見
え
る
。
・

右
ペ
ー
ジ
に
は
渡
り
廊
下
、
．
小
判
の
付
着
し
た
重
箱
の
蓋
を
左
手
に

持
っ
た
女
性
　
　
内
助
の
内
儀
で
あ
ろ
5
1
　
が
小
座
敷
の
方
に
歩
－
、

い
て
い
る
。
小
座
敷
に
は
草
花
を
描
い
た
襖
が
あ
ゆ
、
鎗
お
よ
び
長

刀
の
類
で
あ
ろ
う
か
、
四
本
の
武
具
が
左
側
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
廊
下
に
、
更
に
通
じ
る
渡
り
廊
下
、
そ
れ
は
恐
ら
く
内
の
台
所
，

忙
通
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。
表
の
座
敷
と
内
と
が
廊
下
で
繋
が
れ
て
い

．
る
居
宅
で
あ
る
。

　
だ
が
、
，
内
助
は
本
文
に
よ
る
と
「
広
き
江
戸
に
さ
へ
住
み
か
ね
」
，

て
品
川
に
旧
居
し
、
・
今
は
「
朝
の
薪
に
事
欠
き
、
夕
の
油
火
を
も
見

ず
」
と
い
う
生
活
で
、
柴
の
戸
も
「
く
つ
れ
次
第
」
と
い
う
悲
惨
さ

　
の
毎
日
で
あ
る
。
・

　
本
文
か
ら
推
測
す
る
内
助
の
生
活
と
、
挿
絵
か
ら
看
取
す
る
彼
分

生
活
と
は
少
し
く
齪
臨
が
存
す
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
の
み
で
は

あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
西
鶴
は
武
家
の
生
活
と
い
う
も
の
は
、
牢
人

し
て
落
ち
ぶ
れ
、
貧
窮
の
中
に
あ
っ
て
も
、
か
く
の
こ
－
と
き
も
の
で

あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
絵
と
い
う
も
の
は

確
か
に
、
絵
そ
ら
ご
乏
、
と
い
う
語
の
あ
る
ご
と
く
誇
張
，
・
変
型
・

虚
構
は
し
ば
し
ば
存
ナ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
又
、
画
者
の
も

つ
心
情
を
表
出
し
て
い
る
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
章
は
江
戸
初

回
に
時
袋
設
定
し
て
い
る
も
の
σ
ご
乏
ぐ
で
あ
る
が
、
江
戸
初
期

の
貧
窮
な
る
牢
人
の
借
宅
に
し
て
は
い
さ
さ
か
立
派
な
ゐ
様
子
で
あ

る
。
西
鶴
は
武
家
の
内
情
、
私
生
活
、
，
と
い
う
も
の
を
余
り
よ
ぐ
ほ
．

知
ら
な
か
0
癒
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
私
は
捲
測
す
る
の
で
あ

・
る
。

　
．
一
体
、
江
戸
時
代
は
封
建
身
分
社
会
で
あ
る
。
身
分
の
相
違
す
る
・

－
者
の
間
で
は
、
、
表
向
の
交
際
や
公
用
の
接
触
は
あ
っ
「
て
も
、
縮
互
に

私
人
と
し
て
（
相
手
方
の
家
の
内
々
ま
で
も
立
入
っ
て
の
交
際
は
ほ

‘
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
と
基
本
的
に
は
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
℃

う
。
た
だ
、
法
体
の
人
と
か
芸
文
の
徒
は
、
そ
う
七
た
身
分
の
差
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

超
越
し
た
内
の
交
際
も
時
に
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
．
し
か
し
、
西
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鶴
は
商
人
で
あ
る
庶
民
の
身
分
で
あ
る
。
法
体
し
て
俳
譜
点
者
と
な

っ
て
は
い
て
も
、
武
士
で
あ
る
士
人
の
身
分
の
人
々
と
の
交
際
は
、

極
め
て
親
し
い
間
柄
の
者
が
あ
れ
ば
別
と
し
て
、
内
々
に
ま
で
深
く

立
入
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
か
湿
た
と
考
え
て
よ
い
、
と
私
は
思

弥
。
こ
の
こ
と
ば
、
西
鶴
の
武
家
物
と
称
さ
れ
る
浮
世
草
子
類
を
読

ん
で
み
る
と
、
町
人
物
に
登
場
す
る
町
人
た
ち
と
大
い
に
相
違
し
、

登
場
す
る
武
士
た
ち
は
か
な
り
類
型
化
さ
れ
て
形
象
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
武
官
系
の
役
職
に
つ
い
て

、
い
る
侍
は
武
勇
に
す
ぐ
れ
、
あ
る
い
は
、
武
勇
に
す
ぐ
れ
る
べ
き
者

で
あ
り
、
そ
れ
は
文
官
系
の
役
職
の
者
と
は
異
な
っ
た
人
物
像
で
形

・
象
化
さ
れ
て
い
る
。
必
る
い
は
、
譜
代
と
外
様
、
出
来
出
頭
者
、
な

ど
の
形
象
化
に
し
て
も
多
分
に
類
型
的
で
あ
り
、
そ
の
役
職
の
侍
が

そ
の
役
職
の
ゆ
え
に
も
つ
矛
盾
と
か
状
況
性
と
か
、
と
い
う
点
を
掘

下
げ
た
作
品
は
極
め
て
少
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
同

時
代
で
あ
っ
て
も
近
松
は
ち
が
っ
て
い
る
。
近
松
ば
例
え
ば
『
鑓
の

権
三
重
帷
子
』
・
一
篇
に
し
て
も
、
あ
る
地
位
に
居
る
侍
が
、
そ
の
地

位
の
も
つ
状
況
性
を
ド
ラ
マ
の
葛
藤
に
巧
み
に
生
か
し
関
係
づ
け
て

作
品
を
創
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
松
が
武
家
出
身
者

で
あ
ヴ
、
、
武
家
の
内
情
を
経
験
と
・
し
て
知
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
由
来

．
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
諸
国
は
な
し
』
の
作
者
西
鶴
は
、
武
家
の
内
の
生
活
・
内
証
を
知

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ブ
イ
ジ
カ
ル
な
生
活
と

し
て
の
内
証
の
み
で
は
な
い
、
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
心
情
・
心
理
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
、
西
鶴
の
武

士
は
、
か
く
あ
る
べ
き
姿
、
理
想
像
と
し
て
、
目
録
に
つ
け
た
コ
メ

ン
ト
「
義
理
」
の
み
な
ら
ず
、
そ
σ
全
体
像
と
し
て
こ
の
一
篇
に
は

描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
な
お
、
西
鶴
は
武
士
の
内
証
を
「

知
る
こ
と
が
少
な
い
、
と
私
考
す
る
が
、
そ
れ
は
今
日
の
一
般
の
人

々
と
比
べ
る
な
ら
ば
深
く
知
っ
て
い
る
こ
・
と
勿
論
で
あ
る
。
念
の
た

め
。
）
　
挿
絵
は
そ
の
こ
と
を
告
げ
て
い
る
よ
う
に
把
握
で
き
る
。

・
こ
の
よ
う
に
、
挿
絵
は
、
・
作
者
の
心
情
や
対
象
理
解
と
い
う
よ
う

な
も
の
を
、
我
々
が
把
握
す
惹
通
路
と
も
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
’
作

品
の
内
容
と
作
者
と
の
関
係
を
把
握
す
る
通
路
と
し
て
挿
絵
を
考
え

る
こ
と
が
可
能
な
場
合
の
謝
る
こ
と
を
、
我
々
に
示
し
て
い
る
。

5

　
は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
近
世
小
説
で
は
作
者
と
挿
絵
の
筆
者

と
が
同
一
人
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中
古
・
近
古
物
語

や
、
中
世
お
伽
草
子
の
写
本
類
の
場
合
に
は
な
く
、
近
代
小
説
に
お
い

て
も
ま
ず
考
え
な
《
て
も
よ
い
、
近
世
小
説
固
有
の
現
象
で
あ
る
。

固
有
の
現
象
に
は
、
そ
の
固
有
性
を
通
路
に
し
た
研
究
の
操
作
と
い

う
も
の
が
考
え
ヶ
る
は
ず
で
あ
る
。
右
は
、
そ
う
い
っ
た
近
世
小
説

の
固
有
の
現
象
を
通
路
に
し
て
、
文
学
作
品
の
作
者
と
作
品
と
の
関

係
を
把
握
し
て
み
た
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ね
ま
さ
・
い
そ
お
　
龍
谷
大
学
教
授
）
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